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　近年 ， 米稲 の 過剰基調で ，米の 良食味嗜好 が ます ます 大 き くな っ て い る．愛知県の 早期栽培地帯で は，

良食味の コ シ ヒ カ リ の 栽培が増加 し つ つ あ り，1989年 の 栽培面積 は3738ha （面積 割合 10．5％ ） で ，本

県 の 主要品種 と し て ，今後，更に増加が見込 まれ て い る．暖 地 の コ シ ヒ カ リ は生育お う盛で 従長 しやす

く，倒状が 大 きい な ど の 特徴が認 め られ，収量 ，品質が不安定 とな りや す い ．こ の た め，生育途中で成

熟期 の 倒状や収景構成要素を予測 し，生育後期の 生 育制御対策の 必要性が ク ロ
ーズ ア ッ プ され て い る．

そ こ で
， 本研究 に お い て は，最高分 け つ 期 の 生育諸形質と成熟期の 収量 ， 倒伏 ， m1 当 りもみ 数 との 回帰

分析 を行 っ た と こ ろ ，い くつ か の 知見が 得ら れ た の で こ こ で 報告す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材料 及 び方法

　 デ
ー

タは 1987・− 1988年に 安城農業技術セ ン ター内水田 にお い て ， 4 月26日 に移植 し た コ シ ヒ カ リを供

試 した．デ ータ数 は 1987年が 12，1988年 14で
， 耕種概 要は下記の とお りで あ っ た．

　1987年 ： 基肥窒素施月1量 試験 （0，
0．2

，
0．4，0．6，0．8kg／ a）の 5 処理，追肥時期試験 （基肥 及び追

肥窒素量各0．2kg／ a ，出穂前 55，50，45，40日）の 4 処理 ，基肥 の 施用時期試験 （基肥 窒素量 0．6kg／a

代か き前 L5 か 月，代か き1．0か月，代 か き直前） の 3 処理，合計 12．1988年 ： 栽植密度 （27．1株／ m2 ，

24．1株／   ） × 基 肥窒 素施用量 （0，0，2，4．0，6．0，8．　Okg／a ） の 10処理 と基肥 窒 素 0 及 び 0．2kg／ a

に出穂前45日 に 0．2kg／a 追肥 と栽植密度 を組み合わせ た 4処 理，合計 14．

　基肥及び追肥は 粒状配合肥 料 （N14 ，
　 P20216

，
　 K ，0　18％） を供試 し た．穂肥は 粒状 配合 NK5 号

（N15 ，　 K 、015 ％） を供試 し， 出穂前 20と 10日 に 各O．　25kg／ a 施用 した ．移植法 は
，

180g／ 箱播 きの 稚

苗 を 1株当 り5 〜 6 本植 え （田植機移 植） と し た．葉色 は M 社 の SPAD −501 を使用 し， 上 位 第 2 展開葉

を測定 した．地上部稲体窒素はケ ル ダ
ー

ル 法 に よ っ て 測定 し た，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果 及 び考察

　〔1） 成熟期 の 倒伏及 び   当 りもみ 数 は最高分 け つ 期 の 葉色及 び窒素濃度以外の 7 つ の 生育量 との 相関

が有意に高 か っ た．た だ し，収量 に つ い て は ，相関係数が全体 に低 め で あ っ た （第 1 図）．

　  　倒伏及び   当 りもみ 数 に対す る最高分け つ 期 の 草丈 ， 茎数，葉色 の 貢献度 を重 回帰分析 に よ っ て

検討す る と，特 に ，茎数 の 標準偏回帰係数は大 き く，貢献度 も大 きか っ た，収量 は茎数，草丈 の 標準偏

回帰係数は 同程度 に大 き く，葉色 に つ い て は比較的小 さか っ た （第 2 図）．

　（3） 以．ヒの こ とか ら草丈× 茎数の 値 を用 い る こ と に よ っ て ，乾物重又 は窒素濃度 と同程度の 相関係数

が 得 ら れ
， 非破壊的 に倒伏 ，

m2 当 りもみ 数及び収量が予 測可 能 と思 われ る． しか し， 気温の 差異が 原因

と思わ れ る 年次間 差が認 め ら れ ，予測精度 を 上 げ る た め に は
， 堀江 ら 川

及び 田村
〔z ｝

の DVI の 手法 も取 入

れ て，更に ， 検討す る必 要が あ る．
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一 25 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Crop Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Crop 　Soienoe 　Sooiety 　of 　Japan

日本作物学会東海支部会報第 109号 （1990＞

．聡 r

　 臼，絢

関
tl・ee

騰 遡．岨

　 D、’za

o

．鰓

　 9、32

棺

国
o・Ee

収量

lk
日，衄

　 臼，乙o

1　　 ？ 』

圭育形質

顧

囮

倒伏

圭育幵攅

1蚓
丁
軍

19．ge年

　
ten

「

貢

・eL

　 ・、！

度

貢

」日

訟

 

収量

麗

献　 E9

o

衄

錮

冒

草t 茎数

圭育9；
’
質

葉蓮

■ 1細 年

圏 　 1褓 年

倒伏

罩丈 茎黔

生育理質

葉色

1，ee

　 e，遡

相

闘
z・to

1乗 e， 

　 目．三毋

m2 当 りもみ 数

　 z
　 　 1　　 2　　 i：　　 4　　 5　　 6　　　」　　

．．　　 9

　 　 　 　 　 　 　 　 　圭育死質

第 1図　最高分 け つ 期の 生育量 と収量、収穫

　　　　期 の 倒伏及 び  当 り もみ数の 関係
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第 2図　最高分 け っ 期の 生育量 が 収量 、収穫期の

　　　 倒伏及 び  当 り もみ 数に 及ぼす貢献度

1．草丈

2．茎数

3，葉色

4．草丈 × 茎数

5．草丈X 茎数 X 葉色

6．草丈，茎数 ， 葉色 （重相関）
7，乾物重

8．窒素濃度

9．窒素吸収量

　貢献度は重回帰分析におけ る

標凖偏回帰係数の 絶対値の総和
に 対す る割合
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